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（特活）石巻復興支援ネットワーク概要

ミッション ： より良い石巻の復興へ向けて、主体的に活動する
市民の育成とサポートを行う。

代表理事 ：兼子佳恵

メンバー ：１２人

経緯 ：子どもの環境教育、子育て中のお母さん方の相
談 会等を運営していた地元のPTAメンバーの集まり

「環境と子どもを考える会」が母体となり、支援団
体「つなプロ」のメンバーと合同で立ち上げ。

１１年１２月NPO法人として登記完了。



事業内容
1. 子どものリーダー育成
未来の大人であるこどもたちの支援、リーダー育成等を行います。

2. インターンシップ、社会起業家のインキュベーション事業
復興支援型 地域社会雇用創造事業を実施します。

3. 子どもや多様な視点を活かすまちづくり
より良いまちづくりへ向け、多様な視点からから行政、市民と考える機会を
提供します。

4. 仮設住宅を中心とする地域全体のコミュニティー再生
仮設／みなし仮設内で発生する孤独死、自殺、ＤＶ等を防止するため、コ
ミュニティー形成の促進、いきがい仕事の創出を行います。

5. マッチング、現地コーディネート
外部の支援団体と地域をつなげる現地コーディネート、マッチングを実施し
ます。



１．子どものリーダー育成

教育委員会、他団地と連携し、子どもたちのリーダー
育成を行います。
１万本のミサンガ作り
震災後、子供たちが自分達も何かしたいという思いから、生まれたＷＭＩ
（We make Ishinomaki）。石巻市の中高生４人が中心となり活動中。ミ
サンガを編み、支援者の方々にお渡ししています。

石巻と神戸の学生交流プログラム
石巻市の中高生と阪神大震災の被災地である神戸市の学生たちによる
交流を通し、絆を深め、共に復興へアクションをしていくプログラム。

石巻日日こども新聞サポート
 （社）キッズメディアステーションと協働し、子どもたちが記者となり、地元
新聞社と協力し、こども新聞の発行を支援しています。

げろっぱ活動サポート
石巻市ジュニアリーダーサークル 「げろっぱ」の活動支援





２．インターンコーディネート・社会起業家の
インキュベーション
復興支援型 地域社会雇用創造事業の実施団体として、復興
へ向けて、インターンシップ事業・社会起業家のインキュベー
ションを行います。

【コンソーシアム団体】
（特活）edge

【連携団体】
（特活）ユースビジョン

（特活）石巻ＮＰＯセンター



３．子ども、多様な視点からの復興まちづく
り
市民主体の復興まちづくりを行い、誰もが暮らしやすく、お互い
に支えあうコミュニティ、まちづくりを行います。
将来を担う子どもたちによるまちづくりのイベント企画

声が反映されにくい方々（子ども、女性、育児中の母親、在日外国人、
障碍者、ご高齢の方々）を声を活かすための企画

阪神大震災の知見を持つ専門家を交え、今後想定される問題等を考え
るシンポジウムの企画



４．コミュニティー形成の促進
仮設住宅等におけるイベントの実施
孤独死・自殺をゼロにするため、住民を網羅的に
コミュニティーを形成できるようにします

例.）お茶会、ストレッチ、手芸教室、絵手紙教室等

いきがい仕事の創出
２～３万円／人の収入を得ながら、自己の役割
の認知や協同によるコミュニティー意識の醸成を行う

地元のリソースを活用した商品





５．マッチング、現地コーディネート

マッチング

外部の支援団体と石巻の地域を適切につなぎます。つなぎ先は、行政、
企業、市民活動団体、商工会、地元のキーマン等様々です。

現地コーディネート
地元のネットワークを生かし、活動の現地コーディネートを致します。

産業関連)
企業視察対応、被災地外と被災地内の企業交流会＠商工会テレワークの雇用説
明会サポート、被災地ツアーの現地コーディネート、

教育関連）

子ども向け居場所支援、子ども復興会議、スタディーツアー

その他）

物資配布、各支援団体の活動サポート



事業名
（定款に記載した事業）

事業内容
事業実施

日時
事業実施

場所
従事者の

人数

受益対象者
の範囲及び
予定人数

事業費額
（千円）

・仮設団地近くの公園を
整備し、子どもたちが自
由に遊べるプレーパーク
を開催する。

・毎月第３
日曜日に実
施する

・石巻市南
境ちびっこ
広場

・事業実施
場所周辺で
生活する子
ども達約
150人

・（一社）キッズメディ
アステーション、石巻日
日新聞との共同で、石巻
市の子どもたちが取材、
編集、発行する石巻日日
こども新聞の制作を支援
する

・３か月に
一回（12、
3、6、9
月）発行す
る。

・石巻市内
および、必
要に応じて
市外で取材
を行う

・石巻市内
の子ども記
者25名程度

・吉備野工房ちみちとの
協働で、子育て中のお母
さんが友達を作り、人や
地域の良さを確認するコ
ミュニティ形成を支援す
る。

2月にオン
パクを開催
する

石巻市内

石巻市内で
子育て中の
お母さん50
名程度

・被災地での市民活動を
促進するために、復興支
援、地域振興、支援団体
の事業運営などをテーマ
にセミナー、ワーク
ショップなどの勉強会を
開催する。

4月～6月に
全10回程度

石巻市内及
びその周辺
地域

実施場所で
活動する
NPO職員、
自治会役
員、行政職
員、起業家
など20～30
人

・石巻市内で女性がより
輝けるよう、講座を実施
する。

講座は1月
～2月に実
施する。

石巻市
石巻市内の
女性

２ 事業の実施に関する事項

石巻市民に対する市民活
動の機会及び情報の提供
に関する事業

２０１３年度事業計画書(案)
２０１２年１１月１日から２０１３年１０月３１日まで

特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク

１ 事業実施の方針

・2013年度は、これから復興のために活動することを希望する女性、若者の支援、育成を特に重視する。
具体的には、下記の通り、復興オンパク、やっぺす大学を新しく実施する。
・石巻市内における雇用の創出のために、前年度立ち上げたアクセサリーブランドの運営体制を整え、継
続的な被災女性の収入源になるよう運営させる。
・仮設団地におけるマイノリティ支援として実施しているイベントや市民農園は、住民自身の手で運営で
きるように支援することで、住民の自立と、自助活動を促す。



石巻市の復興に資する情
報の発信に関する事業

・当団体ホームページで
復興に関する情報及び事
業に関する情報を発信す
る

随時 石巻市

石巻市内で
復興支援を
希望する
NPO団体、
企業、個人
等不特定多
数

・石巻市内で復興支援を
希望する企業・団体に対
し、被災地の視察案内
や、イベント開催支援な
どを行う。

随時 石巻市内

石巻市内で
復興支援を
希望する
NPO団体、
企業、個人
等不特定多
数

・石巻市内のNPO団体等が
集まる連絡協議会に定期
的に参加し、情報交換を
行う。

随時
主に宮城県
内

・石巻市内の仮設団地集
会所を活用し、高齢者や
女性が集まって楽しめる
手芸、フラワーアレンジ
メントなどのイベントを
開催する

週4回から5
回程度

石巻市仮設
開成団地、
仮設南境第
7団地

仮設団地で
暮らす被災
者約4000人

・石巻市の仮設団地の近
くにある農地を借り、市
民農園を運営する

共同農作業
を月1～2回
実施する

石巻市南境
実施場所周
辺で生活す
る住民50名

・復興支援を希望する企
業と共同で被災した女性
向けの手仕事を中心とし
た内職を提供する

随時 石巻市内

石巻市内で
暮らす女性
50人～100
人

・被災した女性が製作す
るアクセサリーブランド
を運営する

随時 石巻市内
石巻市内で
暮らす女性
30人程度

これから被災地で起業す
る20名の社会起業家の支
援をする。

前年度4月
～今年度3
月末

宮城県及び
神戸市（合
宿）

被災地で起
業すること
を希望する
20名

・被災地で活動する社会
的企業で働くことを希望
する50名の女性と若者に
向けてスキルアップ教室
を運営する。

前年度4月
～今年度3
月末

石巻市

被災地で働
くことを希
望する50名
の女性と若
者

・企業との協働で防災
グッズを開発、製作す
る。

前年度9月
～継続的に
実施する

石巻市
石巻市内で
暮らす女性
10人程度

石巻市内における雇用の
創出及び起業の促進等に

関する事業

石巻市及びその周辺の非
営利活動団体、企業、自
治体等とのネットワーク
形成に関する事業社会起
業家等へのコンサルテー
ションに関する事業

石巻市内における障がい
者、高齢者、外国人、難
病患者、その他のマイノ
リティに対する支援に関
する事業



石巻市の復興に関する調
査研究及び提言に関する
事業

・石巻市の在住外国人と
日本人の親子を対象にし
た料理教室の実施を通
じ、多文化共生のための
課題と提言をまとめる
ワークショップを開催す
る。

8月までに4
回実施す
る。

石巻市

石巻市内の
在住外国人
の親子、お
よび、日本
人の親子

・子どもたちが自由に遊
ぶことができる広場の整
備を実施する

随時 石巻市南境

・事業実施
場所周辺で
生活する子
ども達約
150人

・仮設住宅住民や地域住
民が利用し、交流できる
農地の整備を実施する

随時 石巻市南境
実施場所周
辺で生活す
る住民50名

事業に係る施設等の管理
運営に関する事業



石巻復興支援ネットワーク事業一覧（12年10月11日更新）

未就
園児

小学
生

中学
生

高校
生

大学
生

若者
母親
(女性)

他

子ども育成支援 石巻日日子ども新聞 ○ ○ ○ △
キッズメディアステーション、石巻日日新聞社と連携し、四半
期に一回、新聞を発刊。

・キッズメディアステーション
・石巻日日新聞社

・子どもサポート基金

子ども育成支援 プレーパーク ○ ○ ○ ○ △ △
石巻専修大学、地元自治会、支援団体等と協働し、東北最
大級の仮設住宅（開成・南境地区）付近で、月一回プレー
パークを二か所で実施。

・石巻専修大学
・市役所／地元育成会／地元自治会
・冒険あそび場づくり協会他支援団体

・子どもサポート基金
・市役所助成金
・石巻専修大学共創研究センターサテライト
キャンパス企画

子ども育成支援／仮設住宅支
援

広場づくり ○ ○ ○ ○ ○
仮設開成地区付近の空き地を使用させていただき、子ども
を中心に幅広い世代がゆっくり過ごせる広場づくりを実施。

・地元自治会／仮設自治会
・神戸復興塾
・ダイバーシティ研究所他団体・企業

・子どもサポート基金
・ダイバーシティ研究所（ハード面の支援）

子ども育成支援／コーディネー
ト

コーディネート系 ○ ○ ○ ○ ○ ○
学習支援／キッズ系ワークショップ／イベント等子ども支援
のマッチング・コーディネート

・多数
・コーディネート謝金
・自己資金

若者育成支援 復興ワークキャンプ ○ △
宮城県と関西の若者４０名による被災地でのワークキャンプ
の実施。年4回。

・ブレーンヒューマニティ
・地元支援団体

・宮城県新しい公共

雇用支援 手仕事の提供 ○
育児中の母親、外国出身者の主婦等らを中心に、就職が特
に難しい方々向けに内職仕事を提供している。約５０名に１
００万円／月 支援中。

・内職（手仕事）提供元多数 ・コーディネート謝金

復興まちづくり
多様な視点からの復興まちづくり
（石巻に恋しちゃった♡PJ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中々声が反映されずらいマイノリティの声をまちづくりに反
映させる。子ども、女性、外国出身者等。行政への提言、住
民向けへのまちづくりセミナー等を実施。現在、来年度実施
の「石巻に恋しちゃった♡」事業の準備中。

・神戸復興塾、神戸まちづくり研究所
・IIHOE/ジャパンオンパク／吉備野工房
ちみち

・申請中

内閣府地域社会想像事業 やっぺす！人材育成スクール ○ ○

育児中の母親をコアターゲットとした託児付スキルアップ教
室を運営。PC,経理、ビジネスマナー、社会活動等を講義形
式で前半に学び、その後復興活動を取組む社会性の強い
団体で現場実習。 ５２名が受講中。

・edge ・内閣府地域社会雇用創造事業

内閣府地域社会想像事業 やっぺす！起業支援ファンド ○ ○ ○
若者・女性を対象にした起業支援。一人当たり250万円、メ
ンタリング等のサポートを実施。２０人の社会起業家を育
成。

・edge ・内閣府地域社会雇用創造事業

仮設住宅支援 やっぺす隊がやってくる！ △ ○

仮設住宅の集会場において、ほぼ毎日ミニカルチャーセン
ターを実施。運営やサークル活動を参加者が担えるよう引
継へ向け活動を継続中。また、近隣の地元を巻き込んだコ
ミュニティの形成に注力している。

・多数 ・赤い羽根共同募金

仮設住宅支援 市民農園 ○ ○
開成・南境地区において、2か所市民農園を実施。約３０名
の仮設住民が参加。農作業を通じ、心のケア、自立支援、コ
ミュニティ形成を行っている。

・地元農家／地主 ・農林水産省 補助金

コーディネート コーディネート ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地元のネットワークを最大限に活かし、内外のニーズをマッ
チング・コーディネートを実施。

・多数
・コーディネート謝金
・自己資金

中カテゴリー 小カテゴリー 内容 協力パートナー 資金

ターゲット


